






「withコロナ」覚悟を決めて
通
常
診
療
も
続
け
な
が
ら
受
け
入
れ

　
４
〜
５
月
の
第
１
波
は
、最
大
33
名
の

患
者
さ
ん
を
受
け
入
れ
、感
染
症
専
用
の
５

床
に
加
え
、一
般
病
棟
の
フ
ロ
ア
も
開
け
て
対

応
し
ま
し
た
。そ
の
た
め
に
他
の
疾
患
で
入

院
中
の
患
者
さ
ん
に
は
移
動
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。通
常
診
療
も
縮
小
せ
ざ
る
を
え
な

く
、手
術
数
も
週
１
８
０
〜
１
９
０
件
か

ら
１
３
０
件
に
減
り
ま
し
た
。

　
６
月
に
入
り
、少
し
落
ち
着
き
ま
し
た
の

で
、病
床
再
編
成
や
医
療
資
材
の
備
蓄
な
ど

を
第
２
波
に
備
え
て
行
い
ま
し
た
。以
来
、

感
染
が
拡
大
し
て
も
手
術
や
入
院
・
外
来
診

療
を
制
限
せ
ず
通
常
診
療
を
続
け
ら
れ
た

の
は
、第
１
波
の
経
験
と
そ
の
後
の
備
え
が

あ
っ
た
か
ら
で
す
。

「
面
会
禁
止
」「
マ
ス
ク
着
用
」を
徹
底

　
入
院
患
者
さ
ん
へ
の
面
会
を
禁
止
し
、荷
物

の
受
け
渡
し
も
１
人
に
限
っ
た
上
で
、受
付
で

お
預
か
り
し
て
い
ま
す
。「
そ
こ
ま
で
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
」と
の
声
も
あ
り
ま
す
が
、

何
よ
り
患
者
さ
ん
の
感
染
防
止
の
た
め
で
す
。

　
お
か
げ
さ
ま
で
、こ
れ
ま
で
院
内
感
染
は

起
き
て
い
ま
せ
ん
。感
染
制
御
部
を
中
心
に

職
員
が
厳
格
に
ル
ー
ル
を
守
っ
て
き
た
こ
と

に
加
え
、患
者
さ
ん
や
来
院
の
方
々
の
ご
協

力
に
よ
る
も
の
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
マ
ス
ク
着
用
と
手
指
衛
生
、３
密
の
回
避

を
引
き
続
き
お
願
い
し
ま
す
。

治
療
に
役
立
つ
研
究
に
も
挑
戦
し
ま
す

　
さ
て
、第
１
波
・
第
２
波
は
、次
々
と
直
面

す
る
困
難
に
対
応
す
る
だ
け
で
精
一
杯
で
し

た
が
、こ
こ
か
ら
は
攻
め
に
転
じ
た
い
と
思

い
ま
す
。ま
ず
、本
学
医
学
研
究
院
と
と
も
に

新
型
コ
ロ
ナ
に
関
す
る
研
究
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。治
療
や
重
症
化
予
防
に
お
け
る
新
た

な
光
を
見
つ
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、学
生
の
実
習
も
安
全
対
策
を
し
っ

か
り
と
行
っ
た
上
で
始
め
て
い
ま
す
。

　
目
の
前
の
患
者
さ
ん
の
治
療
に
し
っ
か

り
取
り
組
む
と
同
時
に
、少
し
遠
い
先
も

見
据
え
て
、志
高
く
、将
来
の
安
心
・
安
全

に
つ
な
が
る
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

病院長  横手幸太郎
新型コロナウイルス感染症
対策本部・本部長

週１度、対策本部をWeb会議で開催。

7月上旬、当院で初めて、陽性判定を受けた妊婦さんが帝王切開で
出産しました。感染を防ぐため、周産期母性科の医師、手術部の看
護師、麻酔科医、新生児医、助産師などが感染制御部とともに、事
前に感染対策の留意点や手順を確認するシミュレーションを何度
も行い、当日を迎えました。
手術室内は、スタッフが触る部分をすべてビニールで覆い、全員が
個人防護具を着用。手術室の中の人数や物品は最低限に絞り、
室外に「間接介助看護師」が1名待機し、その都度、必要な物品な
どを外から渡します。NICUの医師を呼ぶときは、事前に用意してい
た「N」と書いた紙を掲げるなど、人の動きや連絡方法も検討してお
きました。
無事に出産し、ほっとしたのもつかの間、新生児チームは赤ちゃんを

入れた保育器などを手術室の中で隅々まで拭いて有機物を落とし、
室外に出た後にもう一度消毒。NICUに移るとすぐにPCR検査を
行い、その日のうちに陰性を確認。翌々日も再度検査して陰性を確
認し、ようやく一般病棟の新生児室に移りました。お母さんチーム
は、臍帯血と母乳を検査し、陰性であることを確認。母子が対面で
きたのは、3日後のことです。
その間、NICUでは毎日赤ちゃんの写真をお母さんに届け、お母さん
からは母乳を赤ちゃんに届けました（赤ちゃんの写真を見ると母乳も
よく出ます！）。退院時にいただいた「手術室で緊張する私に、皆さん
がやさしく声をかけてくれたので安心できた」というお手紙をスタッフ
全員で嬉しく読ませていただき、同時に、準備をしっかりすることの
大切さを確認しました。

主治医の中田恵美里医師（右）と
原野陽子助産師に話を聞きました。

防護具を全員が身につけ、手術前に手順を確認。 赤ちゃんを載せた台車や機材などを丁寧に消毒。

特集

感染した妊婦さんが無事出産 感染対策を万全に、母子ともに安全に
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新型コロナに関する研究をスタート 新しい予防法や治療法の開発へ

医学生などの実習も再開 コロナの影響、医療人を育てる教育現場にも

重症化の早期予測判定システムの開発へ （千葉大学病院×千葉大学大学院医学研究院）

このほか、下記の研究も千葉大学大学院医学研究院でスタートしています。
●肺の線維化の解明と新規治療の開発（免疫発生学）
●不可能と言われる肺の再生への挑戦（呼吸器病態外科学）

「重症化の早期発見」に着目した研究チームを立ち上げ、重症化
の予防と医療崩壊の防止を目指しています。 現段階では重症化を
予測する手段もなく、この状況で第3波、第4波が来た場合、医療
崩壊へつながる恐れもあります。
これまでの国内外の研究から、COVID-19は血栓を生じやすく、血
管障害や血管炎を誘導することがわかってきました。そして、この血
管障害が重症化の原因として重要であると考えられるようになって
きました。また、千葉大学の免疫研究からMyl9（ミル9）という分子
が血管や気管支の炎症の指標となることがわかりました。そこで以
下の研究に取り組んでいます。

大学病院の役割の一つに「教育」があります。医学部5年生・6年
生にとって、臨床実習は患者さんに接する貴重な機会であり、医師
に必要なスキルを身につける上で不可欠な経験です。
これは看護学生や薬学生にとっても同様です。
コロナの拡大を受け、しばらくの間、学生の実習を中止していました
が、第２波も落ちついてきましたので、十分に感染対策を行った上
で、8月末から医学生の実習を再開しました。
皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

共通点は、発熱や咳などの呼吸器症状、倦怠感などの症状と、感染力の強さ。予防方法も同じ、
マスク着用と手指消毒、うがいなどです。ただ、下記のような違いもあります。

人数制限などをしながら、救急科で行っている実習風景。

8月28日に千葉県庁で行った記者会見（左から中田孝明救急科長、
横手病院長、中山医学研究院長、平原潔准教授）

研究内容を説明する
中山俊憲医学研究院長

【本研究の実施内容】
● 入院、自宅待機などの判断が可能となり、医療崩壊を防ぐ
● 重症化の可能性がある人を発見し、適切に医療を提供する
● 診断キットを開発し、どこの医療機関でも利用可能とする

【本研究の目的】

Ｑ＆Ａ

インフルエンザと
コロナウイルスの
違いは？

病院では、本臨床研究への参加に同意いただいた患者さんに入院中、
週1回の採血を通常の検査時に追加で実施します。その後研究室で血
漿中Myl9濃度や遺伝子の変化を調べ、重症度とMyl９との相関や新規
重症化予測マーカーを探索します。

新型コロナウイルス
長い（平均5日、1～14日）

数%～60%
無症状患者でも感染力が強い

治療薬やワクチンは開発中

短い（平均1～2日）

発病の1日前 発病した後2、3日

10%
無症状患者ではウイルス量は少ない
使用可能だが、季節ごとに
有効性は異なる

潜伏期間
ウイルス排出の
ピーク

無症状患者の
感染力
ワクチンや
治療法

比べる項目 インフルエンザ

YouTube千葉大学病院公式チャンネルで「よくわかる！新型コロナウイルス感染症」
の動画公開中。医療者に限らず、多くの人にご覧いただきたい内容です。

研究についてくわしくは、
千葉大みらい医療基金のサイトへ。
動画でわかりやすくご紹介して
います。ぜひご覧ください。
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千葉大学病院の広報誌

「これまで」と「これから」

2004年5月創刊
2004年4月1日、国立大学法人としての新たなスタ ー トに合わ

せて「千葉大学病院ニュ ー ス」は創刊しました。以来、病院から

のお知らせに加え、皆さまに役立つ情報を意識しながら、わ か

りやすく、見やすい誌面づくりを心がけています。

2014年4月には、誌名を「いのはなHarmony」に改名。2017年

には、タブロイド版からA4サイズに変えて、デザインや誌面構

成を刷新、そしてこの度60号を記念して、2020年9月号より

さらに誌面をリニュ ー アルしました。

これからもその時代に合わせて進化しながら、皆さまに永く愛

される 広報誌となるように心がけていきますので、どうぞよろ

しくお願いいたします。
千葉大学病院病院広報室

よりリアルな医療の現状をお伝えするため、医療スタッフと企画内容の
打ち合わせをした後に現場に赴き、取材をしています。

2007年7月10号

2017年4月47号

2014年4月37号

H辛gy

2020年9月60号

Oover Gessage 

治験の心強いサポ ー タ ー 「CRC」 新型コロナの予防対策にご協力ください

CRC（クリニカル ・リサー チコ ー ディネ ー タ ー ）

は、看護師や薬剤師、臨床検査技師の資格を
持った臨床試験のスペシャリスト。治験コ ー

ディネ ー タ ーとも呼ばれ、治験のスケジュ ール

管理や製薬会社 ・ 患者さんへの対応など、治
験を総合的にサポ ートしています。患者さんの
一番身近な存在として、治験に対する不安の

ケアもしています。写真に写っているぬいぐる

みは、臨床試験部のマスコット「エビコ」（エビ

デンスにちなんで）です。

（左から）波戸春香看護
師、田邊茉衣子臨床検査
技師、渡邊美月薬剤師

いのはな

Harmony 
千葉大学病院広報誌「いのはなハ ー モニ ー 」

第60号2020年9月30日発行
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千葉大学医学部附属病院

〒260-8677 千葉県千葉市中央区亥鼻1-8-1 
TEL : 043-222-7171（代表）
Mail : byoin-koho@chiba-u.jp 
URL : https://www.ho.chiba-u.ac.jp/ 
※バックナンバー はホ ームペー ジでご覧いただけます

霜
千葉大学病院
ホームページ

本誌に掲載されている内容の無断転載、転用及び複製等の行為はご遠慮ください。

当院では、現在入院患者さんへの面会を禁止しております。院内では、
マスクの着用と手洗いを徹底し、お互いに間隔をあけてお過ごしくだ

さい。院内感染を防ぐため、ご協力をよろしくお願いいたします。

入院患者さんへの荷物の受け渡し
•お一人限り、病棟窓口でお預かり（病室には入れません）
· 14~19時（ひがし棟4階は14~18時）

あ`なたの思いを医療に役立てます

寄附金にこ協力ください

千葉大学病院では、これからも高度で安心•安全な医療を提供するため
に、広く寄附金を受け入れています。外来診療棟1階の簡易郵便局に専用
の払込取扱票（郵便局用）がありますので、どうぞご利用ください。

•
』

富士;；□、禾□；院さま ＇塁葛
三橋稔さまほか 盆稔穂善

申込はこちら


